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中学・高校生における生鮮野菜名の認知とその情報の関連

武藤八恵子、吉野祐子（くらしき作陽大）

目的　 中学・高校生の野菜摂取の関心を高める教材開発をするため 、彼らの生鮮野菜名

とその知識 の入手経路や最近 のトピックスとして外国産野菜 への関心 の実態を調査した 。

方法　2 校ずつ の中学・高校におもむ き、10種類の野菜を実物提示し 、名前をあてさせ 、

更に好み 、食経験 、情報入手 の方法、外国産野菜の知識を アンケート調査した 。

結果　 野菜名 の最 も誤答 が多かったのは小松菜（65､7% ）で無記名が多 かった のはｻﾔｲﾝ ｸﾞ

ﾝ（25､1% ）であ った 。ﾌﾞﾛｯ ］ﾘｰ、ﾚﾀｽ は正解が■7 0 ､a/0､92､5%と殆どの生徒が知 っていた 。中学

高校別では中学生 の方がﾆﾗ･ 細ﾈ ｷﾞ･小 松菜（危険率1% ） 、山芋･ 里芋（危険率5% ）で正解が

多く、ｻﾔｲﾝ ｸﾞ'J･ｻﾔｴﾝﾄﾞ-  （ 危険率5% ）は高校生 の方が多かった。家 庭科学習を重 ねることで

野菜名の認知が高 くなるとは言えない。性別では中学では女子が高 かったが高校生では差

がない 。名前の入手経路は家庭 の食卓からが89 ％と多 く、家庭科の授業からが16､7 ％で最

も少ない 。教科書記載 の情報 も豊かであ るとはいえない 。外国産野菜の流通について知っ

ている生徒が82､6 ％存在していたが 、「あまり気にしたことがない」生徒が64､6% いて 、農

薬・防腐剤 、遺伝子組 み換え食品などとの関連性を認識していなかった 。

野菜名の正解度を基 此二群 に分割し 、アンケート項目との関連を みたところ 、食経験や

好嫌度は･関連した がその他の項目は関連しなかった 。これらの結果から 、生徒 の野菜に対

する関心を高めるために 、個別 の野菜 の情報提示や購入体験 、実習題材の見直しなど 、学

習内容 や方法に対する改善 の示唆を得た 。

2 P-70 短期 大学における調理実習教育に関する研究

一学生の期待と教育成果( 自己評価) についてー
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目的　近年の豊かな食環境を反映して，我々の周辺にはテレビの料理番組や料理書な

どあり余る種の食情報が溢れている。その一方で外食やテイクアウト食の利用が増え，

家庭で料理を作ったり食べたりする人口が減少傾向にあるとの檜摘がある。

このような時代に短期大学で学ぶ女子学生が「調理実習」授業にどのような期待を寄

せているのか，また調理実習教育が学生の力量や精神面にどのような成果をもたらして

いるのか，その実情を把握することは，これからの時代に求められる調理実習教育の在

り方を考える上で不可欠との認識から今回の調査研究をおこなった。

方法　調査対象は私立短期大学4 校の「調理実習」選択履修者230 名。選択理由，

への成果（自己評価）、基礎的知識の定着などに関する

設問より構成されたアンケート飼査を通年授業最終日に実施、その場で直ちに回収した。

なお各設問ごとの回答は点数化し、統計処理による分析をおこなった。

結果 ①「調理実習」への期待でぱ 将来役に立つ （6  2% ）、“簡単な料理ぐらいは

自分で作りたい”(4  1 ％）など基本的調理技術の修得に関わる期待が大であった。②教

育成果( 自B 評価）では。“簡単な調理技術の修得”、“新食品の利用法”、“食品や器具の

衛生的な取り扱い”などの評価が高い一方で、“高度な調理技術の修得”、“食塩濃度の計

算”、“バランスを考えた献立作成”、“手順のよい料理”などの評価が低かった。

また短大での実習を通しで 料理を作ることが好ぎ になり、“食生活の大切さを認識

じ 、“将来もおいしい料理を作り続けたい”など精神面での教育効果が大であった。
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